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(57)【要約】
【課題】所定の装飾部材を省スペースで取り付けること
ができる技術を提供する。
【解決手段】装飾ユニット１００－３は、正面視で逆Ｌ
字形状のユニットであり、取付対象遊技機１ａ－３のＡ
ＢＣの文字情報が表示されたロゴ表示部７０－３の全部
と、一体扉ユニット４の右側部分の扉ユニット右ランプ
５０とを覆う位置に取り付けられる。取付対象遊技機１
ａ－３に装飾ユニット１００－３を取り付けるための固
定部材１２０は、本体部１１０の上面１１１及び右側面
１１４に設けられている。装飾ユニット１００－３の取
り付けは、（１）一体扉ユニット４を開放し、（２）装
飾ユニット１００－３のフック１２３を持ち上げスライ
ド部材１２５（固定板金）を引き出し、（３）装飾ユニ
ット１００－３を前面から押し込み、（４）スライド部
材１２５を元に戻し、（５）引っ掛け部１３０を扉上部
裏に引っ掛かけ、（６）一体扉ユニット４を閉めること
で完了する。
【選択図】図３９
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定の装飾部材と、
　前記所定の装飾部材を取り付け可能な取付対象遊技機とを備え、
　前記取付対象遊技機は、
　　内部に遊技盤を収納する収納部を有する枠部材と、
　　前記収納部を開閉する扉部材とを備え、
　前記所定の装飾部材は、
　　前記扉部材の前面における上側、下側、左側又は右側のうち少なくとも１つの側に取
り付けられ、
　　前記所定の装飾部材の本体となる本体部と、
　　前記本体部の外壁であって、前記取付対象遊技機に対して前記所定の装飾部材が取り
付けられている側と同一側の外壁に設けられ、前記扉部材に前記本体部を固定する固定部
材とを備えることを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　請求項１に記載の遊技機において、
　前記固定部材の少なくとも一部は、
　前記扉部材が閉じている際に、前記扉部材と前記枠部材との間に挟み込まれることを特
徴とする遊技機。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の遊技機において、
　前記扉部材は、
　前記扉部材が開いている際には露出するが前記扉部材が閉じている際には露出しない特
殊領域を備え、
　前記固定部材は、
　前記特殊領域に前記固定部材を引っ掛けることが可能な引っ掛け部を備えることを特徴
とする遊技機。
【請求項４】
　請求項１から３のいずれかに記載の遊技機において、
　前記固定部材は、
　前記本体部と一体の状態を維持したまま所定方向にスライド可能であり、前記取付対象
遊技機に対して前記所定の装飾部材を取り付ける前は、少なくとも一部が前記本体部の内
部に収容されており、前記取付対象遊技機に対して前記所定の装飾部材を取り付ける際に
は、前記本体部の内部から引き出されて前記扉部材に前記本体部を固定することを特徴と
する遊技機。
【請求項５】
　請求項１から４のいずれかに記載の遊技機において、
　前記本体部の外壁であって、前記取付対象遊技機に対して前記所定の装飾部材が取り付
けられている側と反対側の外壁に設けられ、前記扉部材に前記本体部を固定する前記固定
部材とは別の特殊固定部材を備えることを特徴とする遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、遊技を実行する遊技機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１は、遊技盤を備えた遊技機本体と、遊技機本体に開閉自在に取付けられ遊技
盤を開放可能とした前扉と、前扉に着脱自在に取付けられて交換可能な前枠部材とを備え
る遊技機を開示している。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００８－２９６０４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１の技術によれば、前枠部材を交換することで遊技機のイメージチェンジを迅
速かつ容易に行うことができる。
【０００５】
　特許文献１の技術においては、前枠部材と前扉との間にはスライドガイド部が設けられ
ており、前枠部材を前扉に対してスライド自在に取付可能としているが、スライドガイド
部が前扉の側面全体に配置されているため、取り付けスペースが広くなってしまうという
問題がある。
【０００６】
　そこで、本発明は、所定の装飾部材を省スペースで取り付けることができる技術の提供
を課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、上記の課題を解決するため以下の解決手段を採用する。なお、以下の括弧書
中の文言はあくまで例示であり、本発明はこれに限定されるものではない。また、本発明
は、以下の解決手段に示す各発明特定事項を少なくとも１つ含む発明とすることができる
。さらに、以下の解決手段に示す各発明特定事項には、発明特定事項を限定する要素を追
加して下位概念化することができ、発明特定事項を限定する要素を削除して上位概念化す
ることもできる。
【０００８】
　また、本発明は、「所定の装飾部材が不用意に外れてしまった場合であっても、滞りな
く遊技を進行すること」という第１の課題、「光演出の演出の幅を広げること」という第
２の課題、「所定の装飾部材を省スペースで取り付けること」という第３の課題のうち少
なくとも１つの課題を解決する。以下の解決手段Ａは、主に第１の課題に対応する解決手
段であり、解決手段Ｂは、主に第２の課題に対応する解決手段であり、解決手段Ｃは、主
に第３の課題に対応する解決手段である。ただし、解決手段Ａであっても、第１の課題以
外の第２の課題や第３の課題も解決することができ、解決手段Ｂであっても、第２の課題
以外の第１の課題や第３の課題も解決することができ、解決手段Ｃであっても、第３の課
題以外の第１の課題や第２の課題も解決することができる。
【０００９】
　解決手段Ａ１：本解決手段の遊技機は、所定の装飾部材と、前記所定の装飾部材を取り
付け可能であり、前記所定の装飾部材を取り外した状態では完成品として成立している第
１完成形態となり、前記所定の装飾部材を取り付けている状態では完成品として成立して
おり、かつ、前記第１完成形態とは異なる第２完成形態となる取付対象遊技機とからなる
遊技機である。
【００１０】
　本解決手段の遊技機は、以下の構成を備えている。
（１）所定の装飾部材を備えている。所定の装飾部材は、ドーム型や箱型の部材である。
【００１１】
（２）上記（１）の所定の装飾部材を取り付け可能であり、上記（１）の所定の装飾部材
を取り外した状態では完成品として成立している第１完成形態となり、上記（１）の所定
の装飾部材を取り付けている状態では完成品として成立しており、かつ、第１完成形態と
は異なる第２完成形態となる取付対象遊技機を備えている。
【００１２】
　ここで、「完成品として成立している」とは、取付対象遊技機を構成している部品が１
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つも欠落していない状態である。取付対象遊技機は、それ自体で流通可能であり、取付対
象遊技機だけでも（所定の装飾部材を取り付けていない状態でも）、遊技を行うことがで
きる。
【００１３】
　また、「第１完成形態」とは、第１態様（第１バージョン）の遊技機を示しており、「
第２完成形態」とは、第１態様とは異なる第２態様（第２バージョン）の遊技機を示して
いる。第１態様であっても第２態様であっても、部品の欠品が存在しない状態で遊技を実
行することができる。
【００１４】
　本解決手段によれば、所定の装飾部材を取り外した状態では第１完成形態となり、所定
の装飾部材を取り付けている状態では第２完成形態となるため、第２完成形態の状態にお
いて不用意に所定の装飾部材が外れてしまったとしても、第１完成形態にて滞りなく遊技
を進行することができる。
【００１５】
　ここで、従来技術においては、前枠部材を遊技機の種類や、遊技ホールが企画するイベ
ントなどに応じて複数種類用意しておくことにより、あたかも着せ替え人形のように、遊
技機の外観イメージを簡単に変更することが可能となっているが、前枠部材が不用意に外
れてしまった場合や、前枠部材が故障した場合、前枠部材を紛失した場合等には、不完全
な遊技機で遊技を進行させるか、遊技機の稼動を中止しなければならない状況が発生して
しまう。
【００１６】
　これに対して、本解決手段によれば、従来技術のような「着せ替え」ではなく、あたか
も「重ね着」のように所定の装飾部材を取り付けているため、第２完成形態の状態におい
て不用意に所定の装飾部材が外れてしまったとしても（重ね着における外側の服が脱げて
しまっても）、第１完成形態（重ね着における内側の服を着た状態）にて滞りなく遊技を
進行することができる。
【００１７】
　解決手段Ａ２：本解決手段の遊技機は、前記取付対象遊技機は、内部に遊技盤を収納す
る収納部を有する枠部材と、前記収納部を開閉する扉部材とを備え、前記所定の装飾部材
は、前記扉部材に取り付けられることを特徴とする遊技機である。
【００１８】
　本解決手段では、以下の構成が追加される。
（１）取付対象遊技機は、内部に遊技盤（演出表示装置や図柄表示装置等を有する遊技用
ユニット、遊技盤ユニット）を収納する収納部を有する枠部材を備えている。
（２）取付対象遊技機は、上記（１）の収納部を開閉する扉部材を備えている。
（３）所定の装飾部材は、上記（２）の扉部材に取り付けられる。
【００１９】
　本解決手段によれば、所定の装飾部材は、扉部材に取り付けられるため、所定の装飾部
材によって扉部材の印象を簡単に変化させることができる。
【００２０】
　この点、従来の遊技機において、扉部材の印象を変えるためにデザイン変更を行うと、
ほぼ全ての部品を新規で作製する必要があり、開発コストが非常に掛かる。また、デザイ
ン変更が行われると、扉部材や枠部材を含めた遊技機一式を購入することになり、遊技場
としても非常にコストが掛かってしまう。
【００２１】
　これに対して、本解決手段では、第１完成形態として用いることができる取付対象遊技
機の扉部材に所定の装飾部材を取り付けて第２完成形態とし、取付対象遊技機の外観を変
更している。これにより、扉部材のデザイン変更を行うよりも非常に安価に外観を変更す
ることができ、取付対象遊技機との差別化を図ることができる。
【００２２】
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　また、遊技場側としても、遊技機一式を購入することなく、例えば、盤面交換時に所定
の装飾部材を取り付けるだけで外観を変更することができ、遊技機の入れ替えのコストを
低下させることができる。
【００２３】
　解決手段Ａ３：本解決手段の遊技機は、前記扉部材は、文字、図形、記号、立体的形状
若しくは色彩又はこれらの結合による情報表示部を備え、前記所定の装飾部材は、前記情
報表示部の少なくとも一部を覆う位置に取り付けられることを特徴とする遊技機である。
【００２４】
　本解決手段では、以下の構成が追加される。
（１）扉部材は、文字、図形、記号、立体的形状若しくは色彩又はこれらの結合による情
報表示部（ロゴ表示部）を備える。
（２）所定の装飾部材は、情報表示部の少なくとも一部を覆う位置に取り付けられる。
【００２５】
　本解決手段によれば、所定の装飾部材は、情報表示部の少なくとも一部を覆う位置に取
り付けられるため、情報表示部の外観を変更することができ、異なるタイプの遊技機に変
化したということを遊技者に対して強くアピールすることができる。
【００２６】
　解決手段Ｂ１：本解決手段の遊技機は、所定の光透過部材と、前記所定の光透過部材を
取り付け可能であり、前記所定の光透過部材を取り外した状態では光演出として成立して
いる第１光演出を実行可能であり、前記所定の光透過部材を取り付けている状態では光演
出として成立しており、かつ、前記第１光演出とは異なる第２光演出を実行可能な取付対
象遊技機とからなる遊技機である。
【００２７】
　本解決手段の遊技機は、以下の構成を備えている。
（１）所定の光透過部材を備えている。所定の光透過部材は、ドーム型や箱型の部材であ
り、光を透過する透明又は半透明な部材であることが好ましい。
【００２８】
（２）上記（１）の所定の光透過部材を取り付け可能であり、上記（１）の所定の光透過
部材を取り外した状態では光演出として成立している第１光演出を実行可能であり、上記
（１）の所定の光透過部材を取り付けている状態では光演出として成立しており、かつ、
第１光演出とは異なる第２光演出を実行可能な取付対象遊技機を備えている。
【００２９】
　ここで、「光演出として成立している」とは、光演出を実行するための要素（光を透過
する部品や、ＬＥＤ、制御装置等）が１つも欠落していない状態である。取付対象遊技機
は、それ自体で流通可能であり、取付対象遊技機だけでも（所定の光透過部材を取り付け
ていない状態でも）、第１光演出を実行可能である。
【００３０】
　また、「第１光演出」とは、第１態様（第１バージョン）の光演出を示しており、「第
２光演出」とは、第１態様とは異なる第２態様（第２バージョン）の光演出を示している
。第１態様であっても第２態様であっても、部品の欠品（演出内容の欠損）が存在しない
状態で光演出を実行することができる。
【００３１】
　本解決手段によれば、所定の光透過部材を取り外した状態では第１光演出を実行可能で
あり、所定の光透過部材を取り付けている状態では第２光演出を実行可能であるため、所
定の光透過部材を取り付けるか否かによって２種類の光演出を実行することができ、演出
のバリエーションを増加させることができ、演出の幅を広げることができる。
【００３２】
　また、本解決手段によれば、所定の光透過部材を取り付けている状態において不用意に
所定の光透過部材が外れてしまったとしても、第１光演出を実行することができるため、
滞りなく遊技を進行することができる。
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【００３３】
　ここで、従来技術においては、前枠部材を遊技機の種類や、遊技ホールが企画するイベ
ントなどに応じて複数種類用意しておくことにより、あたかも着せ替え人形のように、遊
技機の外観イメージを簡単に変更することが可能となっているが、前枠部材が不用意に外
れてしまった場合や、前枠部材が故障した場合、前枠部材を紛失した場合等には、不完全
な光演出で遊技を進行させるか、遊技機の稼動を中止しなければならない状況が発生して
しまう。
【００３４】
　これに対して、本解決手段によれば、従来技術のような「着せ替え」ではなく、あたか
も「重ね着」のように所定の光透過部材を取り付けているため、所定の光透過部材を取り
付けている状態において不用意に所定の光透過部材が外れてしまったとしても（重ね着に
おける外側の服が脱げてしまっても）、第１光演出を第２光演出の代わりとすることがで
き（重ね着における内側の服を着た状態で光演出を実行することができ）、滞りなく遊技
を進行することができる。
【００３５】
　解決手段Ｂ２：本解決手段の遊技機は、前記取付対象遊技機は、光を発光する発光部と
、前記発光部が発光することにより前記第１光演出を実行する特別な光透過部材とを備え
、前記所定の光透過部材は、前記特別な光透過部材の少なくとも一部を覆う位置に取り付
けられており、前記発光部が発光し、前記特別な光透過部材が発光することにより前記第
２光演出を実行することを特徴とする遊技機である。
【００３６】
　本解決手段では、以下の構成が追加される。
（１）取付対象遊技機は、光を発光する発光部（ＬＥＤ）を備えている。
（２）取付対象遊技機は、上記（１）の発光部が発光することにより第１光演出を実行す
る特別な光透過部材を備えている。特別な光透過部材は、ドーム型や箱型の部材であり、
光を透過する透明又は半透明な部材であることが好ましい。
（３）所定の光透過部材は、上記（２）の特別な光透過部材の少なくとも一部を覆う位置
に取り付けられており、上記（１）の発光部が発光し、上記（２）の特別な光透過部材が
発光することにより第２光演出を実行する。
【００３７】
　本解決手段によれば、所定の光透過部材は、特別な光透過部材の少なくとも一部を覆う
位置に取り付けられるため、特別な光透過部材を発光させるための発光部を利用して（所
定の光透過部材を発光させるための専用の発光部を必要とせずに）、効率よく所定の光透
過部材を発光させることができる。
【００３８】
　解決手段Ｂ３：本解決手段の遊技機は、前記取付対象遊技機は、内部に遊技盤を収納す
る収納部を有する枠部材と、前記収納部を開閉する扉部材とを備え、前記所定の光透過部
材は、前記扉部材に取り付けられることを特徴とする遊技機である。
【００３９】
　本解決手段では、以下の構成が追加される。
（１）取付対象遊技機は、内部に遊技盤を収納する収納部を有する枠部材を備えている。
（２）取付対象遊技機は、上記（１）の収納部を開閉する扉部材を備えている。
（３）所定の光透過部材は、上記（２）の扉部材に取り付けられる。
【００４０】
　本解決手段によれば、所定の光透過部材は、扉部材に取り付けられるため、所定の光透
過部材によって扉部材の印象を簡単に変化させることができる。
【００４１】
　この点、従来の遊技機において、扉部材の印象を変えるためにデザイン変更を行うと、
ほぼ全ての部品を新規で作製する必要があり、開発コストが非常に掛かる。また、デザイ
ン変更が行われると、扉部材や枠部材を含めた遊技機一式を購入することになり、遊技場
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としても非常にコストが掛かってしまう。
【００４２】
　これに対して、本解決手段では、第１光演出を実行することができる取付対象遊技機の
扉部材に所定の光透過部材を取り付けて第２光演出を実行可能とすることにより、取付対
象遊技機の外観を変更している。これにより、扉部材のデザイン変更を行うよりも非常に
安価に外観（光演出の内容）を変更することができ、取付対象遊技機との差別化を図るこ
とができる。
【００４３】
　また、遊技場側としても、遊技機一式を購入することなく、例えば、盤面交換時に所定
の光透過部材を取り付けるだけで外観（光演出の内容）を変更することができ、遊技機の
入れ替えのコストを低下させることができる。
【００４４】
　解決手段Ｃ１：本解決手段の遊技機は、所定の装飾部材と、前記所定の装飾部材を取り
付け可能な取付対象遊技機とを備え、前記取付対象遊技機は、内部に遊技盤を収納する収
納部を有する枠部材と、前記収納部を開閉する扉部材とを備え、前記所定の装飾部材は、
前記扉部材の前面における上側、下側、左側又は右側のうち少なくとも１つの側に取り付
けられ、前記所定の装飾部材の本体となる本体部と、前記本体部の外壁であって、前記取
付対象遊技機に対して前記所定の装飾部材が取り付けられている側と同一側の外壁に設け
られ、前記扉部材に前記本体部を固定する固定部材とを備えることを特徴とする遊技機で
ある。
【００４５】
　本解決手段の遊技機は、以下の構成を備えている。
（１）所定の装飾部材を備えている。所定の装飾部材は、ドーム型や箱型の部材である。
（２）上記（１）の所定の装飾部材を取り付け可能な取付対象遊技機を備えている。取付
対象遊技機は、それ自体で流通可能であり、取付対象遊技機だけでも（所定の装飾部材を
取り付けていない状態でも）、遊技を行うことができる。
【００４６】
（３）上記（２）の取付対象遊技機は、内部に遊技盤を収納する収納部を有する枠部材を
備えている。
（４）上記（２）の取付対象遊技機は、上記（３）の収納部を開閉する扉部材を備えてい
る。
【００４７】
（５）上記（１）の所定の装飾部材は、上記（４）の扉部材の前面における上側、下側、
左側又は右側のうち少なくとも１つの側に取り付けられる。
（６）上記（１）の所定の装飾部材は、上記（１）の所定の装飾部材の本体となる本体部
を備えている。
（７）上記（１）の所定の装飾部材は、上記（６）の本体部の外壁であって、上記（２）
の取付対象遊技機に対して上記（１）の所定の装飾部材が取り付けられている側と同一側
の外壁に設けられ、上記（４）の扉部材に上記（６）の本体部を固定する固定部材を備え
ている。
【００４８】
　所定の装飾部材が取付対象遊技機の上側に取り付けられている場合、固定部材は本外部
の上側の外壁（上面）に設けられる。
　所定の装飾部材が取付対象遊技機の下側に取り付けられている場合、固定部材は本外部
の下側の外壁（底面）に設けられる。
　所定の装飾部材が取付対象遊技機の左側に取り付けられている場合、固定部材は本外部
の左側の外壁（左側面）に設けられる。
　所定の装飾部材が取付対象遊技機の右側に取り付けられている場合、固定部材は本外部
の右側の外壁（右側面）に設けられる。
【００４９】
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　本解決手段によれば、所定の装飾部材の固定部材は、本体部の外壁であって、取付対象
遊技機に対して所定の装飾部材が取り付けられている側と同一側の外壁に設けられている
ため、従来の技術のように、スライドガイド部（スライド機構）を前扉の側面全体に配置
する方式と比較して、固定部材を設置する領域を少なくすることができ、結果として、所
定の装飾部材を省スペースで取り付けることができる。
【００５０】
　解決手段Ｃ２：本解決手段の遊技機は、前記固定部材の少なくとも一部は、前記扉部材
が閉じている際に、前記扉部材と前記枠部材との間に挟み込まれることを特徴とする遊技
機である。
【００５１】
　本解決手段では、固定部材の少なくとも一部は、扉部材が閉じている際に、扉部材と枠
部材との間に挟み込まれる。扉部材は、遊技者が開放することはできず、遊技場の店員だ
けが開放することができる。
【００５２】
　ここで、所定の装飾部材の取り付けは、遊技場の店員が行うため、工具を使用しないで
簡単に取り付けることができる必要がある。また、工具を使用しないので、ネジ留めは不
可であるが、遊技者が簡単に取り外せる構造でない必要がある。
【００５３】
　本解決手段によれば、扉部材と枠部材との間に挟み込んで固定部材を固定するため、工
具を使用しないで所定の装飾部材を簡単に取り付けることができるだけでなく、扉部材の
開閉は、開放用の専用キーを所持している遊技場の店員しか行うことができないので、遊
技者が簡単に所定の装飾部材を取り外せないようにすることができる。
【００５４】
　解決手段Ｃ３：本解決手段の遊技機は、前記扉部材は、前記扉部材が開いている際には
露出するが前記扉部材が閉じている際には露出しない特殊領域を備え、前記固定部材は、
前記特殊領域に前記固定部材を引っ掛けることが可能な引っ掛け部を備えることを特徴と
する遊技機である。
【００５５】
　本解決手段では、以下の構成が追加される。
（１）扉部材は、扉部材が開いている際には露出するが扉部材が閉じている際には露出し
ない特殊領域を備えている。
（２）固定部材は、上記（１）の特殊領域に固定部材を引っ掛けることが可能な引っ掛け
部を備えている。
【００５６】
　本解決手段によれば、固定部材は、特殊領域に固定部材を引っ掛けることが可能な引っ
掛け部を備えているため、特殊領域に引っ掛け部が引っ掛かることにより、遊技者が所定
の装飾部材を強く引っ張っても、固定部材が外れ難い構成とすることができる。
【００５７】
　解決手段Ｃ４：本解決手段の遊技機は、前記固定部材は、前記本体部と一体の状態を維
持したまま所定方向にスライド可能であり、前記取付対象遊技機に対して前記所定の装飾
部材を取り付ける前は、少なくとも一部が前記本体部の内部に収容されており、前記取付
対象遊技機に対して前記所定の装飾部材を取り付ける際には、前記本体部の内部から引き
出されて前記扉部材に前記本体部を固定することを特徴とする遊技機である。
【００５８】
　本解決手段では、以下の構成が追加される。
（１）固定部材は、本体部と一体の状態を維持したまま所定方向（前後方向）にスライド
可能である。
（２）固定部材は、取付対象遊技機に対して所定の装飾部材を取り付ける前は、少なくと
も一部が本体部の内部に収容されている。
（３）固定部材は、取付対象遊技機に対して所定の装飾部材を取り付ける際には、本体部
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の内部から引き出されて扉部材に本体部を固定する。
【００５９】
　本解決手段によれば、固定部材は、所定方向にスライド可能であるため、所定の装飾部
材の取り付け前は本体部の内部に固定部材を収納することにより、所定の装飾部材をコン
パクトな状態とすることができ、所定の装飾部材の取り付け時には本体部の内部から固定
部材を引き出して使用することにより、所定の装飾部材を取り付ける作業員の作業性を向
上させることができる。
【００６０】
　解決手段Ｃ５：本解決手段の遊技機は、前記本体部の外壁であって、前記取付対象遊技
機に対して前記所定の装飾部材が取り付けられている側と反対側の外壁に設けられ、前記
扉部材に前記本体部を固定する前記固定部材とは別の特殊固定部材を備えることを特徴と
する遊技機である。
【００６１】
　本解決手段では、本体部の外壁であって、取付対象遊技機に対して所定の装飾部材が取
り付けられている側と反対側の外壁（固定部材が配置されている外壁と対向する外壁）に
設けられ、扉部材に本体部を固定する固定部材とは別の特殊固定部材を備えている。
【００６２】
　所定の装飾部材が取付対象遊技機の上側に取り付けられている場合、特殊固定部材は本
外部の下側の外壁（底面）に設けられる。
　所定の装飾部材が取付対象遊技機の下側に取り付けられている場合、特殊固定部材は本
外部の上側の外壁（上面）に設けられる。
　所定の装飾部材が取付対象遊技機の左側に取り付けられている場合、特殊固定部材は本
外部の右側の外壁（右側面）に設けられる。
　所定の装飾部材が取付対象遊技機の右側に取り付けられている場合、特殊固定部材は本
外部の左側の外壁（左側面）に設けられる。
【００６３】
　本解決手段によれば、所定の装飾部材の特殊固定部材は、本体部の外壁であって、取付
対象遊技機に対して所定の装飾部材が取り付けられている側と反対側の外壁に設けられて
いるため、対向する外壁同士の固定部材と特殊固定部材とによって、より強固にかつ安定
して所定の装飾部材を取付対象遊技機に固定することができる。
【００６４】
　その他の解決手段Ｄ１：本解決手段の遊技機は、上述したいずれかの解決手段において
、前記取付対象遊技機は、遊技者による操作入力を接触式で受け付ける第１操作部（演出
切替ボタン）を備え、前記所定の装飾部材又は前記所定の光透過部材は、遊技者による操
作入力を接触式で受け付ける第２操作部（演出切替ボタンを覆う位置に配置される追加演
出切替ボタン）を備え、前記所定の装飾部材又は前記所定の光透過部材は、前記第１操作
部の少なくとも一部を覆う位置に取り付けられ、前記第１操作部は、前記第２操作部が操
作された場合、前記第２操作部を介して間接的に操作されることにより遊技者による操作
入力を受け付けることを特徴とする遊技機である。第１操作部の上に重ねて第２操作部を
配置することにより、第２操作部を押し込み操作すると、第２操作部によって第１操作部
も押し込まれる。
【００６５】
　本解決手段によれば、所定の装飾部材又は所定の光透過部材は、第１操作部の少なくと
も一部を覆う位置に取り付けられるため、所定の装飾部材又は所定の光透過部材によって
第１操作部の印象を簡単に変化させることができる。
【００６６】
　また、本解決手段によれば、第１操作部は、第２操作部が操作された場合、第２操作部
を介して間接的に操作されることにより遊技者による操作入力を受け付けるため、第２操
作部は、第１操作部の構成（物理的な構造や電気的な配線等）をそのまま利用することが
でき、第２操作部を簡単かつ合理的に機能させることができる。
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【００６７】
　その他の解決手段Ｄ２：本解決手段の遊技機は、上述したいずれかの解決手段において
、前記取付対象遊技機は、遊技者による操作入力を非接触式で受け付ける非接触式入力装
置（タッチセンサ、人体感知センサ）を備え、前記所定の装飾部材又は前記所定の光透過
部材は、前記非接触式入力装置の外周の少なくとも一部を囲む位置又は前記非接触式入力
装置とともに用いられる部材（前記非接触式入力装置に関連する部材）の少なくとも一部
を覆う位置に取り付けられることを特徴とする遊技機である。
【００６８】
　本解決手段によれば、所定の装飾部材又は所定の光透過部材は、非接触式入力装置の外
周の少なくとも一部を囲む位置又は非接触式入力装置とともに用いられる部材の少なくと
も一部を覆う位置に取り付けられるため、所定の装飾部材又は所定の光透過部材によって
非接触式入力装置や非接触式入力装置の周辺の部材の印象を簡単に変化させることができ
る。
【発明の効果】
【００６９】
　本発明によれば、所定の装飾部材を省スペースで取り付けることができる。
【図面の簡単な説明】
【００７０】
【図１】第１実施形態の遊技機１を示す正面図である。
【図２】第１実施形態の取付対象遊技機１ａを示す正面図である。
【図３】第１実施形態の装飾ユニット１００の詳細を示す図である。
【図４】第１実施形態の装飾ユニット１００の詳細を示す図である。
【図５】第１実施形態の装飾ユニット１００の詳細を示す図である。
【図６】第１実施形態の装飾ユニット１００の詳細を示す図である。
【図７】第１実施形態の装飾ユニット１００の詳細を示す図である。
【図８】第１実施形態の装飾ユニット１００の詳細を示す図である。
【図９】第１実施形態の装飾ユニット１００の取り付け工程を示す図である。
【図１０】第１実施形態の装飾ユニット１００の取り付け工程を示す図である。
【図１１】第１実施形態の装飾ユニット１００の取り付け工程を示す図である。
【図１２】第１実施形態の装飾ユニット１００の取り付け工程を示す図である。
【図１３】第１実施形態の装飾ユニット１００の取り付け工程を示す図である。
【図１４】第１実施形態の装飾ユニット１００の取り付け工程を示す図である。
【図１５】第１実施形態の装飾ユニット１００の取り付け工程を示す図である。
【図１６】第１実施形態の装飾ユニット１００の取り付け工程を示す図である。
【図１７】第１実施形態の第１完全光演出及び第２完全光演出の内容を示す図である。
【図１８】第２実施形態の遊技機１－２を示す正面図である。
【図１９】第２実施形態の取付対象遊技機１ａ－２を示す正面図である。
【図２０】第２実施形態の装飾ユニット１００－２の詳細を示す図である。
【図２１】第２実施形態の装飾ユニット１００－２の詳細を示す図である。
【図２２】第２実施形態の装飾ユニット１００－２の詳細を示す図である。
【図２３】第２実施形態の装飾ユニット１００－２の詳細を示す図である。
【図２４】第２実施形態の装飾ユニット１００－２の取り付け工程を示す図である。
【図２５】第２実施形態の装飾ユニット１００－２の取り付け工程を示す図である。
【図２６】第２実施形態の装飾ユニット１００－２の取り付け工程を示す図である。
【図２７】第２実施形態の装飾ユニット１００－２の取り付け工程を示す図である。
【図２８】第２実施形態の装飾ユニット１００－２の取り付け工程を示す図である。
【図２９】第２実施形態の装飾ユニット１００－２の取り付け工程を示す図である。
【図３０】第２実施形態の装飾ユニット１００－２の取り付け工程を示す図である。
【図３１】第２実施形態の装飾ユニット１００－２の取り付け工程を示す図である。
【図３２】第２実施形態の第１完全光演出及び第２完全光演出の内容を示す図である。
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【図３３】第３実施形態の遊技機１－３を示す正面図である。
【図３４】第３実施形態の取付対象遊技機１ａ－３を示す正面図である。
【図３５】第３実施形態の装飾ユニット１００－３の詳細を示す図である。
【図３６】第３実施形態の装飾ユニット１００－３の詳細を示す図である。
【図３７】第３実施形態の装飾ユニット１００－３の取り付け工程を示す図である。
【図３８】第３実施形態の装飾ユニット１００－３の取り付け工程を示す図である。
【図３９】第３実施形態の装飾ユニット１００－３の取り付け工程を示す図である。
【図４０】第３実施形態の装飾ユニット１００－３の取り付け工程を示す図である。
【図４１】第３実施形態の装飾ユニット１００－３の取り付け工程を示す図である。
【図４２】第３実施形態の装飾ユニット１００－３の取り付け工程を示す図である。
【図４３】第３実施形態の装飾ユニット１００－３の取り付け工程を示す図である。
【図４４】第３実施形態の装飾ユニット１００－３の取り付け工程を示す図である。
【図４５】第３実施形態の装飾ユニット１００－３の取り付け工程を示す図である。
【図４６】第３実施形態の装飾ユニット１００－３の取り付け工程を示す図である。
【図４７】第３実施形態の第１完全光演出及び第２完全光演出の内容を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００７１】
〔第１実施形態〕
　以下、本発明の第１実施形態について、図面を参照しながら説明する。
　図１は、第１実施形態の遊技機１を示す正面図である。
　ここで、本明細書では、遊技機１に相対するようにして着席した遊技者から見て左側を
左とし、遊技者から見て右側を右とし、遊技者から見て上側を上とし、遊技者から見て下
側を下とし、遊技者から見て手前側を前とし、遊技者から見て奥側を後として説明してい
る。
【００７２】
　遊技機１（パチンコ機）は、遊技を実行する遊技機であって、遊技媒体としての遊技球
を用いて遊技を行うものである。遊技者は、遊技場運営者から遊技球を借り受けて遊技機
１にて遊技を行う。
【００７３】
〔全体構成〕
　遊技機１は、外枠ユニット２、一体扉ユニット４（扉部材）及び内枠アセンブリ７（プ
ラ枠、遊技機枠、枠部材）を備えている。一体扉ユニット４は、遊技機１の最も前面側に
配置されており、一体扉ユニット４の背面側（奥側）には内枠アセンブリ７が配置されて
おり、内枠アセンブリ７の外側を囲むようにして外枠ユニット２が配置されている。
【００７４】
　外枠ユニット２は、木材及び金属材を縦長の矩形状に組み合わせた構造体であり、この
外枠ユニット２は、遊技場内の島設備（図示されていない）に対してねじ等の締結具を用
いて固定される。
【００７５】
　一体扉ユニット４には、その下部位置に受皿ユニット６が配置されている。一体扉ユニ
ット４及び内枠アセンブリ７は、外枠ユニット２を介して島設備に取り付けられ、これら
はそれぞれ図示しないヒンジ機構を介して開閉式に動作する。図示しないヒンジ機構の開
閉軸線は、遊技機１の左側端部に沿って垂直方向に延びている。
【００７６】
　図１中の正面からみて内枠アセンブリ７の右側縁部には、その内側に不図示の統一錠ユ
ニットが設けられている。また、これに対応して一体扉ユニット４及び外枠ユニット２の
右側縁部（裏側）にも、それぞれ図示しない施錠具が設けられている。図１に示すように
、外枠ユニット２に対して一体扉ユニット４及び内枠アセンブリ７が閉じた状態で、その
裏側にある統一錠ユニットは施錠具とともに一体扉ユニット４及び内枠アセンブリ７の開
放を不能にしている。
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【００７７】
　また、内枠アセンブリ７の右側縁部には鍵穴付きのシリンダ錠６ａが設けられている。
例えば、遊技場の管理者が専用キーを鍵穴に差し込んでシリンダ錠６ａを時計回りに捻る
と、統一錠ユニットが作動して内枠アセンブリ７とともに一体扉ユニット４の開放が可能
な状態となる。これら全体を外枠ユニット２から前面側へ開放する（扉のように動かす）
と、前面側にて遊技機１の裏側が露出することになる。
【００７８】
　一方、シリンダ錠６ａを反時計回りに捻ると、内枠アセンブリ７は施錠されたままで（
内枠アセンブリ７が外枠ユニット２に固定されたままで）、一体扉ユニット４の施錠だけ
が解除され、一体扉ユニット４が開放可能となる。一体扉ユニット４を前面側へ開放する
と図示しない遊技盤ユニットが露出し、この状態で遊技場の管理者が盤面内での球詰まり
等の障害を取り除くことができる。なお、一体扉ユニット４を開放すると、受皿ユニット
６も一緒に前面側へ移動する。
【００７９】
　また、遊技機１は、遊技盤ユニット（遊技盤、遊技用ユニット）を備えており、遊技盤
ユニットは、一体扉ユニット４の背後（内側）で内枠アセンブリ７に支持されている。遊
技盤ユニットは、一体扉ユニット４を前面側へ開放した状態で内枠アセンブリ７に対して
着脱可能である。一体扉ユニット４には、その中央部に縦長形状の窓４ａが形成されてお
り、この窓４ａ内にガラスユニット（参照符号なし）が取り付けられている。ガラスユニ
ットは、窓４ａの形状をカバーできる大きさにカットされた２枚の透明板（ガラス板）を
組み合わせたものである。ガラスユニットは、一体扉ユニット４の裏側に図示しない取り
付け具を介して取り付けられる。また、遊技盤ユニットの前面には遊技領域が形成されて
おり、この遊技領域は窓４ａを通じて前面側から遊技者に視認可能である。一体扉ユニッ
ト４が閉じられると、ガラスユニットの内面と盤面との間に遊技球が流下できる空間が形
成される。
【００８０】
　遊技盤ユニットには、遊技に必要な要素が配置されており、例えば、普通図柄に対応す
る始動ゲートや特別図柄に対応する始動入賞口、一般入賞口（他穴入賞口）、電動役物、
図柄表示装置、統合表示基板、演出表示装置等が配置されている。流下した遊技球が始動
ゲートや始動入賞口に入球することにより、普通図柄抽選や特別図柄抽選が実行され、抽
選結果に応じて特別遊技（大当り遊技、小当り遊技、普通図柄当り遊技）等が実行される
。そして、特別遊技によって遊技者は多くの出球を獲得することができる。このような遊
技の進行に関する内容は図示しない主制御装置が制御し、演出に関する内容は図示しない
演出制御装置が主制御装置からのコマンドに基づいて制御する。
【００８１】
　受皿ユニット６は、一体扉ユニット４から前面側へ突出して配置されており、その上面
に上皿６ｂ（球皿）が形成されている。この上皿６ｂには、遊技者に貸し出された遊技球
（貸球）や入賞により獲得した遊技球（賞球）を貯留することができる。また、受皿ユニ
ット６の下段左側には、下皿６ｃが形成されている。この下皿６ｃには、上皿６ｂが満杯
の状態でさらに払い出された遊技球が貯留される。なお、本実施形態の遊技機１はいわゆ
るＣＲ機（ＣＲユニットに接続する機種）であり、遊技者が借り受けた遊技球は、賞球と
は別に裏側の図示しない払出装置ユニットから受皿ユニット６（上皿６ｂ又は下皿６ｃ）
に払い出される。
【００８２】
　受皿ユニット６の上面には貸出操作部１４が設けられており、この貸出操作部１４には
、球貸ボタン１０及び返却ボタン１２が配置されている。図示しないＣＲユニットに有価
媒体（例えば磁気記録媒体、記憶ＩＣ内蔵媒体等）を投入した状態で球貸ボタン１０を遊
技者が操作すると、予め決められた度数単位（例えば５度数）に対応する個数（例えば１
２５個）分の遊技球が貸し出される。また、貸出操作部１４の上面には図示しない度数表
示部が配置されており、この度数表示部には、ＣＲユニットに投入されている有価媒体の
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残存度数が表示される。なお、遊技者は、返却ボタン１２を操作することで、度数が残存
している有価媒体の返却を受けることができる。本実施形態ではＣＲ機を例に挙げている
が、遊技機１はＣＲ機とは別の現金機（ＣＲユニットに接続されない機種）であってもよ
い。
【００８３】
　また、受皿ユニット６の上段右側には、上皿球抜きボタン６ｄが設置されており、下皿
６ｃの下部には、下皿球抜きボタン６ｅが設置されている。上皿球抜きボタン６ｄを押し
込み操作すると、上皿６ｂに貯留された遊技球は下皿６ｃに導かれる。また、下皿球抜き
ボタン６ｅを押し込み操作すると、下皿６ｃに貯留された遊技球は下方に落下する。落下
した遊技球は、図示しない球受け箱や遊技球計数装置等に受け止められる。
【００８４】
　受皿ユニット６の右下には、ハンドルユニット１６が設置されている。遊技者がこのハ
ンドルユニット１６を操作すると、図示しない発射制御基板セットが作動し、遊技領域に
向けて遊技球を発射することができる（発射装置）。発射された遊技球は、遊技盤ユニッ
トの下縁部から左側縁部に沿って上昇し、図示しない外バンドに案内されて遊技領域内に
放り込まれる。遊技領域内には多数の障害釘や風車（いずれも図示されていない）等が配
置されており、放り込まれた遊技球は障害釘や風車により誘導・案内されながら遊技領域
内を流下する。
【００８５】
　一体扉ユニット４には、扉ユニット上ランプ４６、扉ユニット左ランプ４８及び扉ユニ
ット右ランプ５０が設置されている。
　このうち、扉ユニット上ランプ４６は、一体扉ユニット４の上側部分に配置されており
、装飾ユニット１００に覆われている。
　また、扉ユニット左ランプ４８は、一体扉ユニット４の左側部分に配置されている。
　さらに、扉ユニット右ランプ５０は、一体扉ユニット４の右側部分に配置されている。
【００８６】
　一体扉ユニット４の右側部分は、一体扉ユニット４の左側部分と比較して、前方側に突
出しており、扉ユニット右ランプ５０は、前方側に突出している一体扉ユニット４の右側
部分の左側面又は右側面の少なくとも一方に配置されている。
　上述した各種ランプ４６，４８，５０は、例えば内蔵するＬＥＤの発光（点灯や点滅、
輝度階調の変化、色調の変化等）により光演出を実行する。
【００８７】
　一体扉ユニット４には、ハンドルユニット１６の左上に配置された下部スピーカ５６や
、その他のスピーカ（図中参照符号なし）が組み込まれている。これらのスピーカは、効
果音やＢＧＭ、音声等（音響全般）を出力して音演出を実行する。
【００８８】
　受皿ユニット６の上皿６ｂの左側には、演出切替ボタン５８（入力装置）が設置されて
いる。演出切替ボタン５８は、複数種類の操作（１回押下、複数回押下、連打、長押し等
）が可能であり、操作入力を受け付ける。
【００８９】
　また、受皿ユニット６の上皿６ｂの右側には、機能ボタン６０（入力装置）が設定され
ている。機能ボタン６０は、上ボタン、下ボタン、左ボタン、右ボタン、音量調節ボタン
、光量調節ボタンを有する。
【００９０】
　さらに、受皿ユニット６の上皿６ｂの中央には、上皿６ｂから上方に突出するようにし
て操作部材６２（入力装置）が設置されている。操作部材６２は、拳銃を模した装置であ
る。
【００９１】
　遊技者がこれらの入力装置を操作することにより、入力信号が演出制御装置に入力され
る。これにより、演出制御装置は、演出内容（例えば液晶表示器に表示される演出の内容
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）を切り替えたり、音量や光量を切り替えたり、遊技者によるカスタマイズの内容を変更
したり、図柄の変動中や大当り遊技中に何らかの演出（予告演出、確変昇格演出等）を発
生させたりする。
【００９２】
　一体扉ユニット４は、ＡＢＣの文字情報（図２参照）が表示されたロゴ表示部７０（情
報表示部、特別な光透過部材）を備えている。ロゴ表示部７０は、箱型の部材であり、光
を透過する部材である。ただし、図１に示す遊技機１には、ロゴ表示部７０の全部を覆う
位置に、装飾ユニット１００が取り付けられているため、ロゴ表示部７０を視認すること
は困難である。
【００９３】
　また、一体扉ユニット４は、一体扉ユニット４が開いている際には露出するが一体扉ユ
ニット４が閉じている際には露出しない特殊領域４ｂを備えている（図１５参照）。特殊
領域４ｂは、一体扉ユニット４の裏面の一部（扉上部裏）に該当する。
【００９４】
〔装飾ユニット〕
　図１に示すように、装飾ユニット１００（所定の装飾部材、所定の光透過部材）は、箱
型の部材であり、一体扉ユニット４（扉部材）の前面における上側に取り付けられている
。また、装飾ユニット１００は、ロゴ表示部７０の全部を覆う位置に取り付けられている
。
【００９５】
　装飾ユニット１００の前面には、ＤＥＦの文字情報が表示された追加ロゴ表示部７２が
形成されている。追加ロゴ表示部７２は、光を透過する。なお、装飾ユニット１００の構
造の詳細は、後述する。
【００９６】
　図２は、第１実施形態の取付対象遊技機１ａを示す正面図である。
　取付対象遊技機１ａと、上述した遊技機１との異なる点は、装飾ユニット１００が取り
付けられているか否かという点である。つまり、取付対象遊技機１ａに装飾ユニット１０
０を取り付けると遊技機１になり、遊技機１から装飾ユニット１００を取り外すと、取付
対象遊技機１ａになる。
【００９７】
　取付対象遊技機１ａには、装飾ユニット１００が取り付けられていないため、遊技者は
ロゴ表示部７０を視認することができる。
【００９８】
　取付対象遊技機１ａは、装飾ユニット１００を取り付け可能であり、装飾ユニット１０
０を取り外した状態では完成品として成立している第１完成形態となり、装飾ユニット１
００を取り付けている状態では完成品として成立しており、かつ、第１完成形態とは異な
る第２完成形態（遊技機１）となる。
【００９９】
　また、取付対象遊技機１ａは、装飾ユニット１００を取り付け可能であり、装飾ユニッ
ト１００を取り外した状態では完全な光演出として成立している第１完全光演出（光演出
として成立している第１光演出）を実行可能であり、装飾ユニット１００を取り付けてい
る状態では完全な光演出として成立しており、かつ、第１完全光演出とは異なる第２完全
光演出（光演出として成立しており、かつ、第１光演出とは異なる第２光演出）を実行可
能である。第１完全光演出及び第２完全光演出の詳細は後述する。
【０１００】
　取付対象遊技機１ａは、遊技機１と同様に、内部に遊技盤ユニットを収納する収納部８
０（図１１参照）を有する内枠アセンブリ７（枠部材）と、収納部８０を開閉する一体扉
ユニット４（扉部材）とを備えている。
【０１０１】
　図３～図８は、第１実施形態の装飾ユニット１００の詳細を示す図である。
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　図３は、装飾ユニット１００の斜視図であって、図３中（Ａ）は、装飾ユニット１００
を正面側から見た斜視図であり、図３中（Ｂ）は、装飾ユニット１００を背面側から見た
斜視図である。
　図４は、装飾ユニット１００の６面図を示す図であって、図４中（Ａ）は、装飾ユニッ
ト１００の平面図であり、図４中（Ｂ）は、装飾ユニット１００の左側面図であり、図４
中（Ｃ）は、装飾ユニット１００の正面図であり、図４中（Ｄ）は、装飾ユニット１００
の右側面図であり、図４中（Ｅ）は、装飾ユニット１００の底面図であり、図４中（Ｆ）
は、装飾ユニット１００の背面図である。
【０１０２】
　図５及び図６は、図４のＡ－Ａ切断線に沿った装飾ユニット１００の断面図である。
　図７及び図８は、図４のＢ－Ｂ切断線に沿った装飾ユニット１００の断面図である。
　なお、図５及び図７は、装飾ユニット１００の固定部材１２０を収納している状態を示
しており、図６及び図８は、装飾ユニット１００の固定部材１２０を引き出している状態
を示している。
【０１０３】
　図３中（Ａ）に示すように、装飾ユニット１００は、本体部１１０及び固定部材１２０
を備えている。
　本体部１１０は、装飾ユニット１００の本体となる部材であり、外壁として上面１１１
、底面１１２、左側面１１３、右側面１１４、前面１１５を有する箱型の部材である。
　前面１１５には、ＤＥＦの文字情報が表示された追加ロゴ表示部７２が形成されている
。
【０１０４】
　固定部材１２０は、本体部１１０の外壁であって、取付対象遊技機１ａに対して装飾ユ
ニット１００が取り付けられている側（上側）と同一側の外壁（上側の外壁である上面１
１１）に設けられ、一体扉ユニット４に本体部１１０を固定する部材である。
【０１０５】
　固定部材１２０は、金属又は樹脂によって形成されており、ベース部材１２１及びスラ
イド部材１２５を備えている。なお、ベース部材１２１は樹脂製であり、スライド部材１
２５は金属製（板金）であることが好ましい。
【０１０６】
　ベース部材１２１は、板状の部材であり、本体部１１０の上面１１１にネジ止めされて
いる。
　スライド部材１２５は、板状の部材であり、ベース部材１２１に対して前後方向（所定
方向）にスライド可能である。
【０１０７】
　スライド部材１２５は、ベース部材１２１と一体の状態を維持したまま前後方向にスラ
イド可能であり、取付対象遊技機１ａ（図２参照）に対して装飾ユニット１００を取り付
ける前は、少なくとも一部が本体部１１０の内部に収容されており、取付対象遊技機１ａ
に対して装飾ユニット１００を取り付ける際には、本体部１１０の内部から引き出されて
一体扉ユニット４（図２参照）に本体部１１０を固定する。
【０１０８】
　スライド部材１２５は、後方側の先端に、一体扉ユニット４の特殊領域４ｂ（図１５参
照）にスライド部材１２５を引っ掛けることが可能なコの字状（フック状）の引っ掛け部
１３０を備えている。
【０１０９】
　図３中（Ｂ）に示すように、本体部１１０は、上面１１１、底面１１２、左側面１１３
、右側面１１４の内部に、収納空間１１６を有しており、収納空間１１６に、ロゴ表示部
７０（図２参照）が収納される。
【０１１０】
　また、図３中（Ｂ）に示すように、本体部１１０は、特殊固定部材１１８を備えている
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。
　特殊固定部材１１８は、本体部１１０の外壁であって、取付対象遊技機１ａに対して装
飾ユニット１００が取り付けられている側（上側）と反対側の外壁（下側の外壁である下
面１１２）に設けられ、一体扉ユニット４に本体部１１０を固定する突起状の部材である
。
【０１１１】
　図４中（Ａ）に示すように、装飾ユニット１００は平面視で左側よりも右側の方が奥行
きが長くなっている。これは、ロゴ表示部７０（図２参照）の形状（傾斜配置）に合わせ
るためである。また、ベース部材１２１には、コの字状の切り欠き１２２が形成されてお
り、切り欠き１２２で囲まれた領域にフック１２３が形成されている。
【０１１２】
　図４中（Ｃ）に示すように、装飾ユニット１００は正面視で長方形形状となっている。
　図４中（Ｅ）に示すように、装飾ユニット１００の底面１１２は、上面１１１よりも面
積が狭くなっている。これは、ロゴ表示部７０（図２参照）の底面にある部材を覆わない
ようにするためである。
【０１１３】
　また、図４中（Ｅ）に示すように、ベース部材１２１の裏側には、ベース部材１２１の
コの字状の切り欠き１２２に対応する位置に、コの字状の切り欠き１１７が形成されてい
る。これにより、ベース部材１２１の表面の切り欠き１２２と、ベース部材１２１の裏面
の裏側の切り欠き１１７とを合わせて用いることができ、フック１２３を持ち上げる際の
作業性を向上させることができる。
【０１１４】
　さらに、図４中（Ｆ）に示すように、本体部１１０の前面１１５の裏側には、ロゴ表示
部固定壁１１９が形成されている。ロゴ表示部固定壁１１９は、ロゴ表示部７０（図２参
照）の外壁の形状を縁取った形状となっている。このため、装飾ユニット１００の内部に
ロゴ表示部７０を収納した際には、ロゴ表示部７０（図２参照）がロゴ表示部固定壁１１
９の内側に収まり、装飾ユニット１００のガタツキを防止することができる。
【０１１５】
　図５に示すように、フック１２３の裏面には、突起部１２４が形成されている。そして
、この突起部１２４が、スライド部材１２５の第１孔１２６（図１０参照）に嵌ることに
より、ベース部材１２１に対してスライド部材１２５がロックされる。
　なお、スライド部材１２５を引き出した場合には、突起部１２４が第１孔１２６から抜
けてロックが解除される（図５→図６参照）。
【０１１６】
　つまり、図５に示すように、装飾ユニット１００のスライド部材１２５が装飾ユニット
１００に収納されている状態では、ベース部材１２１の突起部１２４は、第１孔１２６に
挿入されてロックされている。
　一方、図６に示すように、装飾ユニット１００のスライド部材１２５が装飾ユニット１
００から引き出されている状態では、ベース部材１２１の突起部１２４は、第１孔１２６
から抜けてロックが解除される。
【０１１７】
　ここで、図６に示すように、スライド部材１２５は、第１面１２５ａと、第２面１２５
ｂとを有しており、第１面１２５ａと第２面１２５ｂとは、両者の境界で折り曲げられて
いる。このため、第１面１２５ａと第２面１２５ｂとの間には、段差Ｄが形成されている
。第１面１２５ａは、本体部１１０の上面１１１よりも低い位置に配置され、第２面１２
５ｂは、第１面１２５ａよりも低い位置に配置される。第２面１２５ｂを、第１面１２５
ａよりも低い位置に配置する理由は、遊技機１を傾けて（例えば遊技機１の天井を後方に
傾けて）島設備に配置する場合に、島設備の取り付け部分と第２面１２５ｂとが接触する
ことを回避するためである。
【０１１８】
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　図７及び図８に示すように、スライド部材１２５には、スライド部材１２５の移動方向
を規制する長孔形状の第２孔１２７（図１０参照）が形成されている。
【０１１９】
　また、図７及び図８に示すように、ベース部材１２１の裏面には、ネジを含む規制部材
１２８が形成されており、スライド部材１２５を引き出した場合には、第２孔１２７に規
制部材１２８が挿入された状態でスライド部材１２５が前後方向に移動する（図７→図８
参照）。
【０１２０】
　図９～図１６は、第１実施形態の装飾ユニット１００の取り付け工程を示す図である。
　まず、図９に示すように、２つのフック１２３を持ち上げ（図中矢印Ｘ１参照）、スラ
イド部材１２５を引き出す（図中矢印Ｘ２参照）。
　これにより、図１０に示すように、装飾ユニット１００は、スライド部材１２５が引き
出された状態となる。
【０１２１】
　次に、図１１に示すように、一体扉ユニット４を開放状態とし、この状態で、装飾ユニ
ット１００を一体扉ユニット４のロゴ表示部７０に押し込む（図中矢印Ｘ３参照）。
　これにより、図１２に示すように、装飾ユニット１００は、一体扉ユニット４に嵌め込
まれる。この場合、図１３に示すように、装飾ユニット１００の特殊固定部材１１８が撓
んでロゴ表示部７０の底面部分（例えば、スピーカ用の開口部９０等）に引っ掛かる。な
お、図１３は、遊技機を底面側から見た図であり、理解を容易にするために、受皿ユニッ
ト６を除いて図示している。
【０１２２】
　さらに、図１４に示すように、スライド部材１２５を元に戻す（図中矢印Ｘ４参照）。
　これにより、図１５に示すように、スライド部材１２５の引っ掛け部１３０が一体扉ユ
ニット４の特殊領域４ｂ（扉上部裏）に引っ掛かり、スライド部材１２５は固定される。
【０１２３】
　最後に、図１６に示すように、一体扉ユニット４を閉じると、取付対象遊技機１ａに装
飾ユニット１００を取り付けた遊技機１となる。スライド部材１２５の先端の引っ掛け部
１３０は、一体扉ユニット４が閉じている際に、一体扉ユニット４と内枠アセンブリ７と
の間に挟み込まれる。
【０１２４】
　図１７は、第１実施形態の第１完全光演出及び第２完全光演出の内容を示す図である。
　図１７中（Ａ）に示すように、取付対象遊技機１ａには、装飾ユニット１００が取り付
けられていない。このため、扉ユニット上ランプ４６（発光部）が発光することにより、
ロゴ表示部７０が発光して、第１完全光演出（ＡＢＣの文字情報が発光する演出）が実行
される。
【０１２５】
　一方、図１７中（Ｂ）に示すように、遊技機１には、装飾ユニット１００が取り付けら
れている。このため、扉ユニット上ランプ４６が発光することにより、ロゴ表示部７０が
発光し、ロゴ表示部７０を介して追加ロゴ表示部７２が発光することにより、第２完全光
演出（ＤＥＦの文字情報が発光する演出）が実行される。
【０１２６】
　ここで、遊技機１（取付対象遊技機１ａ）は、演出制御装置を備えており、第１完全光
演出や第２完全光演出は、図柄（特別図柄又は普通図柄）の変動中や特別遊技演出の実行
中、デモ演出中等において、所定の実行条件が満たされた場合に、演出制御装置の制御に
より実行される。
【０１２７】
　以上説明したように、第１実施形態によれば、以下のような効果がある。
（１）第１実施形態によれば、装飾ユニット１００（所定の装飾部材）を取り外した状態
では第１完成形態となり、装飾ユニット１００を取り付けている状態では第２完成形態と
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なるため、第２完成形態の状態において不用意に装飾ユニット１００が外れてしまったと
しても、第１完成形態にて滞りなく遊技を進行することができる。
【０１２８】
（２）第１実施形態によれば、従来技術のような「着せ替え」ではなく、あたかも「重ね
着」のように装飾ユニット１００を取り付けているため、第２完成形態の状態において不
用意に装飾ユニット１００が外れてしまったとしても（重ね着における外側の服が脱げて
しまっても）、第１完成形態（重ね着における内側の服を着た状態）にて滞りなく遊技を
進行することができる。
【０１２９】
（３）第１実施形態によれば、装飾ユニット１００は、一体扉ユニット４に取り付けられ
るため、装飾ユニット１００によって一体扉ユニット４の印象を簡単に変化させることが
できる。
【０１３０】
（４）第１実施形態によれば、第１完成形態として用いることができる取付対象遊技機１
ａの一体扉ユニット４に装飾ユニット１００を取り付けて第２完成形態とし、取付対象遊
技機１ａの外観を変更している。これにより、一体扉ユニット４のデザイン変更を行うよ
りも非常に安価に外観を変更することができ、取付対象遊技機１ａとの差別化を図ること
ができる。
【０１３１】
（５）第１実施形態によれば、遊技場側としても、遊技機一式を購入することなく、盤面
交換時に装飾ユニット１００を取り付けるだけで外観を変更することができ、遊技機の入
れ替えのコストを低下させることができる。
【０１３２】
（６）第１実施形態によれば、装飾ユニット１００は、ロゴ表示部７０の全部を覆う位置
に取り付けられるため、ロゴ表示部７０を全く異なる外観に変更することができ、異なる
タイプの遊技機に変化したということを遊技者に対して強くアピールすることができる。
【０１３３】
（７）第１実施形態によれば、装飾ユニット１００（所定の光透過部材）を取り外した状
態では第１完全光演出を実行可能であり、装飾ユニット１００を取り付けている状態では
第２完全光演出を実行可能であるため、装飾ユニット１００を取り付けるか否かによって
２種類の完全光演出を実行することができ、演出のバリエーションを増加させることがで
き、演出の幅を広げることができる。
【０１３４】
（８）第１実施形態によれば、装飾ユニット１００を取り付けている状態において不用意
に装飾ユニット１００が外れてしまったとしても、第１完全光演出を実行することができ
るため、滞りなく遊技を進行することができる。
【０１３５】
（９）第１実施形態によれば、従来技術のような「着せ替え」ではなく、あたかも「重ね
着」のように装飾ユニット１００を取り付けているため、装飾ユニット１００を取り付け
ている状態において不用意に装飾ユニット１００が外れてしまったとしても（重ね着にお
ける外側の服が脱げてしまっても）、第１完全光演出を第２完全光演出の代わりとするこ
とができ（重ね着における内側の服を着た状態で光演出を実行することができ）、滞りな
く遊技を進行することができる。
【０１３６】
（１０）第１実施形態によれば、装飾ユニット１００は、ロゴ表示部７０の全部を覆う位
置に取り付けられるため、ロゴ表示部７０を発光させるための扉ユニット上ランプ４６を
利用して、効率よく装飾ユニット１００を発光させることができる。
【０１３７】
（１１）第１実施形態によれば、第１完全光演出を実行することができる取付対象遊技機
１ａの一体扉ユニット４に装飾ユニット１００を取り付けて第２完全光演出を実行可能と
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することにより、取付対象遊技機１ａの外観を変更している。これにより、一体扉ユニッ
ト４のデザイン変更を行うよりも非常に安価に外観を変更することができ、取付対象遊技
機１ａとの差別化を図ることができる。
【０１３８】
（１２）第１実施形態によれば、装飾ユニット１００の固定部材１２０は、本体部１１０
の外壁であって、取付対象遊技機１ａに対して装飾ユニット１００が取り付けられている
側と同一側の外壁に設けられているため、従来の技術のように、スライドガイド部を一体
扉ユニット４の側面全体に配置する方式と比較して、固定部材１２０を設置する領域を少
なくすることができ、結果として、装飾ユニット１００を省スペースで取り付けることが
できる。
【０１３９】
（１３）第１実施形態によれば、一体扉ユニット４と内枠アセンブリ７との間に挟み込ん
で固定部材１２０を固定するため、工具を使用しないで装飾ユニット１００を簡単に取り
付けることができるだけでなく、一体扉ユニット４の開閉は、開放用の専用キーを所持し
ている遊技場の店員しか行うことができないので、遊技者が簡単に装飾ユニット１００を
取り外せないようにすることができる。
【０１４０】
（１４）第１実施形態によれば、固定部材１２０は、特殊領域４ｂに固定部材１２０を引
っ掛けることが可能な引っ掛け部１３０を備えているため、特殊領域４ｂに引っ掛け部１
３０が引っ掛かることにより、遊技者が装飾ユニット１００を強く引っ張っても、装飾ユ
ニット１００が外れ難い構成とすることができる。
【０１４１】
（１５）第１実施形態によれば、固定部材１２０のスライド部材１２５は、前後方向にス
ライド可能であるため、装飾ユニット１００の取り付け前は本体部１１０の内部にスライ
ド部材１２５を収納することにより、装飾ユニット１００をコンパクトな状態とすること
ができ、装飾ユニット１００の取り付け時には本体部１１０の内部からスライド部材１２
５を引き出して使用することにより、装飾ユニット１００を取り付ける作業員の作業性を
向上させることができる。
【０１４２】
（１６）第１実施形態によれば、装飾ユニット１００の特殊固定部材１１８は、本体部１
１０の外壁であって、取付対象遊技機１ａに対して装飾ユニット１００が取り付けられて
いる側（上側）と反対側（下側）の外壁に設けられているため、対向する外壁同士の固定
部材１２０と特殊固定部材１１８とによって、より強固にかつ安定して装飾ユニット１０
０を取付対象遊技機１ａに固定することができる。
【０１４３】
〔第２実施形態〕
　図１８は、第２実施形態の遊技機１－２を示す正面図であり、図１９は、第２実施形態
の取付対象遊技機１ａ－２を示す正面図である。
　なお、以下の説明では、第１実施形態と共通する事項については同一の符号を付与して
重複する説明を適宜省略し、第１実施形態と異なる部分を中心に内容を説明する。
【０１４４】
　図１８に示すように、第２実施形態の遊技機１－２には、ロゴ表示部７０－２の中央部
分（ロゴ表示部７０－２の一部）を覆う部分に、装飾ユニット１００－２が取り付けられ
ている。
【０１４５】
　図１９に示すように、取付対象遊技機１ａ－２のロゴ表示部７０－２（情報表示部、特
別な光透過部材）には、「ＡＢＣ」及び「ＤＥＦ」の文字情報と、「ハート」の図形情報
とが表示されている。
【０１４６】
　そして、図１９の取付対象遊技機１ａ－２に、装飾ユニット１００－２を取り付けると



(20) JP 2019-128 A 2019.1.10

10

20

30

40

50

、図１８の遊技機１－２となる。図１８の遊技機１－２において、ロゴ表示部７０－２の
「ＡＢＣ」及び「ＤＥＦ」の文字情報はそのまま視認可能であるが、ロゴ表示部７０－２
の「ハート」の図形情報は、「スペード」の図形情報が表示された追加ロゴ表示部７２－
２によって、「ハート」の図形情報から「スペード」の図形情報に切り替わる。
【０１４７】
　図２０～図２３は、第２実施形態の装飾ユニット１００－２の詳細を示す図である。
　図２０は、装飾ユニット１００－２の斜視図であって、図２０中（Ａ）は、装飾ユニッ
ト１００－２を正面側から見た斜視図であり、図２０中（Ｂ）は、装飾ユニット１００－
２を背面側から見た斜視図である。
　図２１は、装飾ユニット１００－２の６面図を示す図であって、図２１中（Ａ）は、装
飾ユニット１００－２の平面図であり、図２１中（Ｂ）は、装飾ユニット１００－２の左
側面図であり、図２１中（Ｃ）は、装飾ユニット１００－２の正面図であり、図２１中（
Ｄ）は、装飾ユニット１００－２の右側面図であり、図２１中（Ｅ）は、装飾ユニット１
００－２の底面図であり、図２１中（Ｆ）は、装飾ユニット１００－２の背面図である。
【０１４８】
　図２２は、図２１のＣ－Ｃ切断線に沿った装飾ユニット１００－２の断面図である。
　図２３は、図２１のＤ－Ｄ切断線に沿った装飾ユニット１００－２の断面図である。
　なお、図２２は、装飾ユニット１００－２の固定部材１２０を収納している状態を示し
ている。
【０１４９】
　図２０中（Ａ）に示すように、装飾ユニット１００－２は、本体部１１０及び固定部材
１２０を備えている。本体部１１０及び固定部材１２０の大きさは、第１実施形態のもの
よりも小さいが、基本的な構造は同一である。
　前面１１５には、「スペード」の図形情報が表示された追加ロゴ表示部７２－２が形成
されている。
【０１５０】
　図２０中（Ｂ）に示すように、特殊固定部材１１８－２は、本体部１１０の下側の外壁
（下面１１２）に配置された突起状の部材であり、左側面１１３よりも外側に突出した位
置に配置されている。
【０１５１】
　図２１中（Ａ）に示すように、ベース部材１２１には、コの字状の切り欠き１２２と、
切り欠き１２２で囲まれた領域に配置されたフック１２３とが１組だけ形成されている。
　図２１中（Ｃ）に示すように、装飾ユニット１００－２は正面視で長方形形状（ほぼ正
方形形状）となっている。
【０１５２】
　一方、図２１中（Ｅ）に示すように、ベース部材１２１の裏側には、ベース部材１２１
のコの字状の切り欠き１２２に対応する位置に、コの字状の切り欠きが形成されていない
。ただし、第１実施形態と同様にコの字状の切り欠き１１７を形成してもよい。
【０１５３】
　図２２に示すように、スライド部材１２５には、スライド部材１２５の移動方向を規制
する長孔形状の第２孔１２７（図２５参照）が形成されている。
【０１５４】
　また、ベース部材１２１の裏面には、ネジを含む規制部材１２８が形成されており、ス
ライド部材１２５を引き出した場合には、第２孔１２７に規制部材１２８が挿入された状
態でスライド部材１２５が前後方向に移動する。
【０１５５】
　図２３に示すように、フック１２３の裏面には、突起部１２４が形成されている。そし
て、この突起部１２４が、スライド部材１２５の第１孔１２６（図２５参照）に嵌ること
により、ベース部材１２１に対してスライド部材１２５がロックされる。
　なお、スライド部材１２５を引き出した場合には、突起部１２４が第１孔１２６から抜
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けてロックが解除される。
【０１５６】
　図２４～図３１は、第２実施形態の装飾ユニット１００－２の取り付け工程を示す図で
ある。
　まず、図２４に示すように、装飾ユニット１００－２のフック１２３を持ち上げ（図中
矢印Ｘ１参照）、スライド部材１２５を引き出す（図中矢印Ｘ２参照）。
　これにより、図２５に示すように、装飾ユニット１００－２は、スライド部材１２５が
引き出された状態となる。
【０１５７】
　次に、図２６に示すように、一体扉ユニット４を開放状態とし、この状態で、装飾ユニ
ット１００－２を一体扉ユニット４のロゴ表示部７０－２の中央部分に押し込む（図中矢
印Ｘ３参照）。
　これにより、図２７に示すように、装飾ユニット１００－２は、一体扉ユニット４のロ
ゴ表示部７０の中央部分に嵌め込まれる。この場合、図２８に示すように、装飾ユニット
１００－２の特殊固定部材１１８－２がロゴ表示部７０の下端部９２の背面に引っ掛かる
。なお、図２８は、遊技機を底面側から見た図を示している。
【０１５８】
　さらに、図２９に示すように、スライド部材１２５を元に戻す（図中矢印Ｘ４参照）。
　これにより、図３０に示すように、スライド部材１２５の引っ掛け部１３０が一体扉ユ
ニット４の特殊領域４ｂ（扉上部裏）に引っ掛かり、スライド部材１２５は固定される。
【０１５９】
　最後に、図３１に示すように、一体扉ユニット４を閉じると、取付対象遊技機１ａ－２
に装飾ユニット１００－２を取り付けた遊技機１－２となる。スライド部材１２５の先端
の引っ掛け部１３０は、一体扉ユニット４が閉じている際に、一体扉ユニット４と内枠ア
センブリ７との間に挟み込まれる。
【０１６０】
　図３２は、第２実施形態の第１完全光演出及び第２完全光演出の内容を示す図である。
　図３２中（Ａ）に示すように、取付対象遊技機１ａ－２には、装飾ユニット１００－２
が取り付けられていない。このため、扉ユニット上ランプ４６（発光部）が発光すること
により、ロゴ表示部７０－２が発光して、第１完全光演出（ＡＢＣとＤＥＦの文字情報、
及び、ハートの図形が発光する演出）が実行される。
【０１６１】
　一方、図３２中（Ｂ）に示すように、遊技機１－２には、装飾ユニット１００－２が取
り付けられている。このため、扉ユニット上ランプ４６が発光することにより、ロゴ表示
部７０－２が発光し、ロゴ表示部７０－２を介して追加ロゴ表示部７２－２が発光するこ
とにより、第２完全光演出（ＡＢＣとＤＥＦの文字情報、及び、スペードの図形が発光す
る演出）が実行される。
【０１６２】
　以上説明したように、第２実施形態によれば、第１実施形態の効果に加えて、以下のよ
うな効果がある。
（１）第２実施形態によれば、装飾ユニット１００－２によって、ロゴ表示部７０－２の
一部を覆うため、ロゴ表示部７０－２の一部の情報だけ（例えば図形情報だけ）を変化さ
せたい場合に有効である。
【０１６３】
（２）第２実施形態によれば、装飾ユニット１００－２によって、ロゴ表示部７０－２の
一部を覆うため、ロゴ表示部７０－２で覆っていない部分は、取付対象遊技機１ａ－２の
形態（外観や演出内容）を残存させることができ、取付対象遊技機１ａ－２の形態の一部
を引き継ぎたい（活用したい）場合に有効である。
【０１６４】
〔第３実施形態〕
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　図３３は、第３実施形態の遊技機１－３を示す正面図であり、図３３は、第３実施形態
の取付対象遊技機１ａ－３を示す正面図である。
　なお、以下の説明では、第１実施形態と共通する事項については同一の符号を付与して
重複する説明を適宜省略し、第１実施形態と異なる部分を中心に内容を説明する。
【０１６５】
　図３３に示すように、第３実施形態の遊技機１－３には、ロゴ表示部７０－３の全部と
、一体扉ユニット４の右側部分の扉ユニット右ランプ５０とを覆う位置に、正面視で逆Ｌ
字形状の装飾ユニット１００－３が取り付けられている。
【０１６６】
　図３４に示すように、取付対象遊技機１ａ－３のロゴ表示部７０－３（情報表示部、特
別な光透過部材）には、「ＡＢＣ」の文字情報が表示されている。また、取付対象遊技機
１ａ－３の一体扉ユニット４の右側部分の右側面（扉ユニット右ランプ５０に対応する位
置）には、「１２３」の文字情報が表示されている。
【０１６７】
　そして、図３４の取付対象遊技機１ａ－３に、装飾ユニット１００－３を取り付けると
、図３３の第３実施形態の遊技機１－３となる。この場合、ロゴ表示部７０－３の「ＡＢ
Ｃ」の文字情報は「ＤＥＦ」の文字情報に切り替わり、一体扉ユニット４の右側部分の右
側面の「１２３」の数字情報は「４５６」の数字情報に切り替わる。
【０１６８】
　図３５及び図３６は、第３実施形態の装飾ユニット１００－３の詳細を示す図である。
　図３５は、装飾ユニット１００－３の斜視図であって、図３５中（Ａ）は、装飾ユニッ
ト１００－３を正面側から見た斜視図であり、図３５中（Ｂ）は、装飾ユニット１００－
３を背面側から見た斜視図である。
　図３６は、装飾ユニット１００－３の６面図を示す図であって、図３６中（Ａ）は、装
飾ユニット１００－３の平面図であり、図３６中（Ｂ）は、装飾ユニット１００－３の左
側面図であり、図３６中（Ｃ）は、装飾ユニット１００－３の正面図であり、図３６中（
Ｄ）は、装飾ユニット１００－３の右側面図であり、図３６中（Ｅ）は、装飾ユニット１
００－３の底面図であり、図３６中（Ｆ）は、装飾ユニット１００－３の背面図である。
【０１６９】
　図３５中（Ａ）に示すように、装飾ユニット１００－３は、本体部１１０及び固定部材
１２０を備えている。
　本体部１１０は、正面視で逆Ｌ字形状となっている。
　また、固定部材１２０は、本体部１１０の２箇所に設けられている。
　具体的には、固定部材１２０は、本体部１１０の外壁であって、取付対象遊技機１ａ－
３に対して装飾ユニット１００が取り付けられている側（上側と右側）と同一側の外壁（
上側の外壁である上面１１１、及び、右側の外壁である右側面１１４）に設けられ、一体
扉ユニット４に本体部１１０を固定する部材である。
　上面１１１に配置された固定部材１２０は、１つのスライド部材１２５を有し、右側面
１１４に配置された固定部材１２０は、２つのスライド部材１２５を有する。
【０１７０】
　前面１１５には、「ＤＥＦ」の文字情報が表示された追加ロゴ表示部７２－３が形成さ
れており、右側面１１４には、扉ユニット右ランプ５０（図３４参照）に対応する位置に
、「４５６」の数字情報が表示されている。追加ロゴ表示部７２－３及び「４５６」の数
字情報が表示されている部分は、光を透過する。
【０１７１】
　また、特殊固定部材１１８－３は、２つ設けられている。１つ目の特殊固定部材１１８
－３は、本体部１１０の下側の外壁（下面１１２）に配置された突起状の部材であり、２
つ目の特殊固定部材１１８－３は、本体部１１０の右側面１１４と対向する面１１４ｂの
下端部に配置された棒状の部材である。
【０１７２】
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　また、本体部１１０の右側面１１４には、ロック解除孔１１４ａが上下に２つ形成され
ている。ロック解除孔１１４ａに図示しない工具（棒状の部材）を挿入することにより、
右側面１１４の内側に配置されているスライド部材１２５のロックが解除される。
【０１７３】
　図３６中（Ａ）に示すように、ベース部材１２１には、コの字状の切り欠き１２２と、
切り欠き１２２で囲まれた領域に配置されたフック１２３が１組だけ形成されている。
　図３６中（Ｃ）に示すように、装飾ユニット１００－３は正面視で逆Ｌ字形状となって
いる。
【０１７４】
　一方、図３６中（Ｅ）に示すように、ベース部材１２１の裏側には、ベース部材１２１
のコの字状の切り欠き１２２に対応する位置に、コの字状の切り欠きが形成されていない
。ただし、第１実施形態と同様にコの字状の切り欠き１１７を形成してもよい。
【０１７５】
　第１実施形態や第２実施形態と同様に、フック１２３の裏面には図示しない突起部が形
成されている。そして、この突起部が、スライド部材１２５の第１孔１２６（図３８参照
）に嵌ることにより、ベース部材１２１に対してスライド部材１２５がロックされる。
　なお、スライド部材１２５を引き出した場合には、突起部１２４が第１孔１２６から抜
けてロックが解除される。
【０１７６】
　また、第１実施形態や第２実施形態と同様に、ベース部材１２１の裏面には、ネジを含
む図示しない規制部材が形成されており、スライド部材１２５を引き出した場合には、第
２孔１２７（図３８参照）に規制部材が挿入された状態でスライド部材１２５が前後方向
に移動する。
【０１７７】
　図３７～図４６は、第３実施形態の装飾ユニット１００－３の取り付け工程を示す図で
ある。
　まず、図３７に示すように、装飾ユニット１００－３のフック１２３を持ち上げ（図中
矢印Ｘ１参照）、上面側のスライド部材１２５を引き出す（図中矢印Ｘ２参照）。
　また、ロック解除孔１１４ａに図示しない工具（棒状の部材）を挿入することによりロ
ックを解除して（図中矢印Ｘ３参照）、右側面側の２つのスライド部材１２５を引き出す
（図中矢印Ｘ４参照）。
　これにより、図３８に示すように、装飾ユニット１００－３は、上面側の１つのスライ
ド部材１２５と、右側面側の２つのスライド部材１２５とが引き出された状態となる。
【０１７８】
　次に、図３９に示すように、一体扉ユニット４を開放状態とし、この状態で、装飾ユニ
ット１００－３を一体扉ユニット４のロゴ表示部７０－３及び一体扉ユニット４の右側部
分に押し込む（図中矢印Ｘ５参照）。
　これにより、図４０に示すように、装飾ユニット１００－３は、一体扉ユニット４に嵌
め込まれる。この場合、図４１に示すように、装飾ユニット１００－３の一方の特殊固定
部材１１８－３は、ロゴ表示部７０－３の底面部分（例えば、スピーカ用の開口部９０付
近の部材等）に引っ掛かる。なお、図３９は、遊技機を底面側から見た図であり、理解を
容易にするために、受皿ユニット６を除いて図示している。
【０１７９】
　また、図４２に示すように、装飾ユニット１００－３の他方の特殊固定部材１１８－３
は、一体扉ユニット４の右側部分の左側面の後端部９２（凸形状部）に引っ掛かる。なお
、図４２は、遊技機を前方左側から見た図を示している。
【０１８０】
　さらに、図４３に示すように、スライド部材１２５を元に戻す（図中矢印Ｘ６参照）。
　これにより、図４４及び図４５に示すように、スライド部材１２５の引っ掛け部１３０
が一体扉ユニット４の特殊領域４ｂ（扉上部裏、扉右側面裏）に引っ掛かり、スライド部
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材１２５は固定される。
【０１８１】
　最後に、図４６に示すように、一体扉ユニット４を閉じると、取付対象遊技機１ａ－３
に装飾ユニット１００－３を取り付けた遊技機１－３となる。スライド部材１２５の先端
の引っ掛け部１３０は、一体扉ユニット４が閉じている際に、一体扉ユニット４と内枠ア
センブリ７との間に挟み込まれる。
【０１８２】
　図４７は、第３実施形態の第１完全光演出及び第２完全光演出の内容を示す図である。
　図４７中（Ａ）に示すように、取付対象遊技機１ａ－３には、装飾ユニット１００－３
が取り付けられていない。このため、扉ユニット上ランプ４６（発光部）及び扉ユニット
右ランプ５０（発光部）が発光することにより、ロゴ表示部７０－３及び一体扉ユニット
４の右側部分の右側面（扉ユニット右ランプ５０に対応する位置）が発光して、第１完全
光演出（ＡＢＣの文字情報、及び、１２３の数字情報が発光する演出）が実行される。
【０１８３】
　一方、図４７中（Ｂ）に示すように、遊技機１－３には、装飾ユニット１００－３が取
り付けられている。このため、扉ユニット上ランプ４６及び扉ユニット右ランプ５０が発
光することにより、ロゴ表示部７０－３及び一体扉ユニット４の右側部分の右側面（扉ユ
ニット右ランプ５０に対応する位置）が発光し、ロゴ表示部７０－３及び一体扉ユニット
４の右側部分の右側面を介して、追加ロゴ表示部７２－３及び装飾ユニット１００－３の
右側部分が発光することにより、第２完全光演出（ＤＥＦの文字情報、及び、４５６の数
字情報が発光する演出）が実行される。
【０１８４】
　以上説明したように、第３実施形態によれば、第１実施形態の効果に加えて、以下のよ
うな効果がある。
（１）第３実施形態によれば、装飾ユニット１００－３によって、ロゴ表示部７０－３の
全部と、一体扉ユニット４の右側部分（扉ユニット右ランプ５０に対応する部分）とを覆
うため、ロゴ表示部７０－３の内容だけでなく、扉ユニット右ランプ５０の発光によって
表示される内容も変化させることができる。
【０１８５】
（２）第３実施形態によれば、１つの装飾ユニット１００－３で一体扉ユニット４の上側
部分と右側部分とを覆うことができるので、取付対象遊技機１ａ－３に、複数の装飾ユニ
ットを取り付けることができない事情がある場合に効果的である。
【０１８６】
　本発明は上述した一実施形態に制約されることなく、種々に変形して実施することがで
きる。また、演出例であげた画像はあくまで一例であり、これらは適宜に変形することが
できる。また、遊技機の構造や盤面構成、具体的な数値等は図示のものも含めて好ましい
例示であり、これらは適宜に変形可能である。
【０１８７】
　上述した実施形態の遊技機は、いわゆるループタイプ（確変回数に実質的な上限を設定
しないタイプ）の遊技機としてもよく、ＳＴタイプ（確変回数に実質的な上限を設定する
タイプ）の遊技機としてもよい。
【０１８８】
　上述した実施形態の遊技機は、確変領域を有しない遊技機としてもよく、確変領域を有
する遊技機としてもよい。
【０１８９】
　上述した実施形態の遊技機は、「第１特別図柄及び第２特別図柄の同時回し」を採用し
ていない遊技機としてもよく、同時回しを採用している遊技機としてもよい。
【０１９０】
　上述した実施形態において、装飾ユニット１００，１００－２，１００－３は、スライ
ド部材１２５をスライドさせることにより、取付対象遊技機１ａ，１ａ－２，１ａ－３に
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取り付ける例で説明したが、スライド部材１２５を備えずに、スライドしない部材によっ
て取付対象遊技機１ａ，１ａ－２，１ａ－３に取り付けてもよい。
【０１９１】
　第２実施形態では、装飾ユニット１００－２によってロゴ表示部７０－２の図形情報を
覆う例で説明したが、装飾ユニット１００－２によってロゴ表示部７０－２の文字情報を
覆ってもよい。この場合は、追加ロゴ表示部７２－２に「ＡＢＣ」や「ＤＥＦ」とは異な
る文字情報（例えば、ＧＨＩ等）を表示することができる。
【０１９２】
　第３実施形態では、ロゴ表示部７０－３の全部と、一体扉ユニット４の右側部分とを覆
うために、正面視で逆Ｌ字形状の１つの装飾ユニット１００－３を取り付ける例で説明し
たが、ロゴ表示部７０－３の全部と一体扉ユニット４の右側部分とを別々に覆う２つの分
離した装飾ユニットを取り付けてもよい。
【０１９３】
〔第１操作部及び第２操作部〕
　第１実施形態は、以下のように変形することもできる。このような変形は、第２実施形
態及び第３実施形態についても同様である。
【０１９４】
　取付対象遊技機１ａは、遊技者による操作入力を接触式（遊技者の手等による押下）で
受け付ける第１操作部（演出切替ボタン５８）を備え、装飾ユニット１００は、遊技者に
よる操作入力を接触式で受け付ける第２操作部（演出切替ボタン５８を覆う位置に配置さ
れる追加演出切替ボタン）を備え、装飾ユニット１００は、第１操作部を覆う位置に取り
付けられ、第１操作部は、第２操作部が操作された場合、第２操作部を介して間接的に操
作されることにより遊技者による操作入力を受け付ける。第１操作部の上に重ねて第２操
作部を配置することにより、第２操作部を押し込み操作すると、第２操作部によって第１
操作部も押し込まれる。
【０１９５】
　このような構成によれば、装飾ユニット１００は、第１操作部を覆う位置に取り付けら
れるため、装飾ユニット１００によって第１操作部の印象を簡単に変化させることができ
る。
【０１９６】
　また、このような構成によれば、第１操作部は、第２操作部が操作された場合、第２操
作部を介して間接的に操作されることにより遊技者による操作入力を受け付けるため、第
２操作部は、第１操作部の物理的な構造や電気的な配線等をそのまま利用することができ
、第２操作部を簡単かつ合理的に機能させることができる。
【０１９７】
〔非接触式入力装置〕
　第１実施形態は、以下のように変形することもできる。このような変形は、第２実施形
態及び第３実施形態についても同様である。
【０１９８】
　取付対象遊技機１ａは、遊技者による操作入力を非接触式（赤外線式や超音波式）で受
け付ける非接触式入力装置（タッチセンサ、人体感知センサ）を備え、装飾ユニット１０
０は、非接触式入力装置の外周の少なくとも一部を囲む位置又は非接触式入力装置ととも
に用いられる部材（非接触式入力装置に関連する部材、非接触式入力装置が配置されてい
る部材）の少なくとも一部を覆う位置に取り付けられる。
【０１９９】
　本解決手段によれば、装飾ユニット１００は、非接触式入力装置の外周の少なくとも一
部を囲む位置又は非接触式入力装置とともに用いられる部材の少なくとも一部を覆う位置
に取り付けられるため、装飾ユニット１００によって非接触式入力装置や非接触式入力装
置の周辺の部材の印象を簡単に変化させることができる。
【符号の説明】
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【０２００】
　１，１－２，１－３　遊技機
　１ａ，１ａ－２，１ａ－３　取付対象遊技機
　４　一体扉ユニット
　７　内枠アセンブリ
　７０，７０－２，７０－３　ロゴ表示部
　７２，７２－２，７２－３　追加ロゴ表示部
　１００，１００－２，１００－３　装飾ユニット
　１１０　本体部
　１２０　固定部材
　１２１　ベース部材
　１２５　スライド部材
　１３０　引っ掛け部
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